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研究成果の概要（和文）：医療系学生を対象に「神経筋疾患患者に対するコミュニケーション機器導入支援ガイ
ドブック」に準拠した6時間の拡大・代替コミュニケーション（AAC）支援教育プログラムを作成し，6か月の間
隔をおき同一内容を2回受講させた．初受講群と既受講群間でプレテスト/ポストテスト，各AACによる実習5分間
の伝達文字数，各AAC使用の主観的負担感等を比較した．既受講群ではプレテスト値，および文字盤，口文字，
速度調整後の意思伝達装置の5分間の伝達文字数が高かった．既受講群では目の負担が軽減されていた．今回作
成した半日間の教育プログラムによるコミュニケーション支援に関する一定の知識・技術の6か月間の保持が確
認された．

研究成果の概要（英文）：The use of augmentative and alternative communication (AAC) requires ongoing
 support from healthcare teams. A short-term education program with lectures and AAC practice on 
amyotrophic lateral sclerosis communication support was developed for undergraduate students in 
multiple healthcare disciplines and was examined its effect and retention. Participants (n=58) 
completed the program twice, at half-yearly intervals. The effects were evaluated on ‘Beginners’ 
and ‘Experienced’ students using pre-test/post-test scores, the number of letters transmitted by 
each AAC for 5 minutes, subjective burden of using AAC, and free-text comments. The pre-test scores 
at the second attendance were better than at the first attendance. The number of letters was higher 
in the Experienced than in the Beginners. Text-mining showed that ‘eyestrain’ was lower in the 
Experienced. This study demonstrated that students retained some knowledge and skills after the 
program. 

研究分野：臨床神経学，老年医学，緩和医療学，実践基礎看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
筋萎縮性側索硬化症（ALS）等の神経難病では，構音，書字，身体表現など多様なコミュニケーション障害を生
じる．この機能は，患者の意思決定を含む生活全般に欠かせないため，神経難病患者のコミュニケーション支援
に，拡大・代替コミュニケーションが用いられ，導入から使用継続まで多職種の支援が求められてきた．一方，
医療系学生の卒前および卒後教育において神経難病のコミュニケーション障害の知識や技術を経験する機会は乏
しい．今回，医療系学部学生を対象にALSを念頭の神経難病コミュニケーション支援に関する短期教育演習プロ
グラム開発，一定の効果を検証した．これら支援への理解と経験を持つ医療職の育成に寄与すると考える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 筋萎縮性側索硬化症（Amyotrophic Lateral Sclerosis：ALS）は，運動ニューロンが進行性に
変性・消失する神経難病である．全身の筋力低下，球麻痺症状（構音障害や嚥下障害）を呈する．
呼吸筋筋力低下による呼吸不全が生命予後を左右し，人工呼吸器を用いなければ 2-5 年で死亡
することが多い．しかし，日本では，侵襲的人工呼吸器（Tracheostomy and Invasive Ventilation：
TIV）の装着率が 28～33%と高く，長期療養者も多数存在する 1)．ALSは，構音，書字，身体表
現など多様なコミュニケーション障害を生じる 2,3)．コミュニケーション機能維持は，ALS患者
の意思決定を含む生活全般に欠かせない 4)． 
神経難病患者のコミュニケーション障害支援には，拡大・代替コミュニケーション
（Augmentative and Alternative Communication：AAC）が用いられる．Nakayamaらは， 
TIV装着後 10年を超えた患者でも，コミュニケーションを維持できた患者が存在し，約 8割の
TIV患者は，適切な AAC使用により意思疎通可能なことが強調された 5)． 
医療系学生の卒前教育において，ALS のコミュニケーション障害について知識や経験を積む
機会は限られている．さらに，就職後の現場教育も重要ではあるが，他の事項が優先されている．
多忙な環境で研修機会を創出するには，短時間での実施が必須である．若い医療者が，知識と技
術を持って臨床に参入することは，現場専門職への波及効果が期待される．単一職種でなく，多
職種がコミュニケーション支援を学び，連携した支援を行う必要があり，まだ研修時間に比較的
余裕のある医療系学生を対象に，ALS を念頭に神経難病患者のコミュニケーション支援につい
て短時間で学ぶ機会の構築が必要となっていた． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，医療系学部学生を対象とし，ALS のコミュニケーション支援に関して作成
した短期教育演習プログラムによる教育効果の保持の検証とした． 
 
３．研究の方法 
(1) 研究デザイン：Waiting-List Control Design を用いた前向き，介入研究． 
 
(2) 研究期間：2018 年 3月～2019 年 9月 
 
(3) 対象：公募による 4大学 4学部の医療系学部学生． 
 
① 選択規準 
（1）医療系大学の学部学生，（2）年齢：20 歳以上 60 歳未満，（3）性別：問わない，（4）
初回および 6ヶ月後の再受講にも参加できるもの，（5）文書による対象者の同意 
 
② 除外規準 
 （1）プロトコールに対する安全性上のリスクが高いと想定される者，（2）エンドポイント
の評価に支障をきたす可能性のある者，（3）既に同様の教育機会を得た者 
 
(4) 研究手法 
 本研究は，三重大学において研究倫理委員会の承認のあと看護学科と医学科の学生を対象
に先行実施した．続いて各共同研究者の所属機関において，研究倫理審査を経て，同じ教育
プログラムで，他領域専攻学生に対して実施した．各所属機関で得られた情報は匿名化のう
え，本学に提供された．対象者の専攻領域間での差異等，総合的検討を三重大学で行った． 
 参加者は，教育プログラムを半年の間隔を空け 2 回受講させた．初めて受講する群を初受
講群，半年前に既に受講したことがある群を既受講群とした（図 1）． 
 

図 1．Waiting List Control法 6か月間隔比較 
 
① 教育プログラム：教育プログラムの内容は
「神経筋疾患患者に対するコミュニケーショ
ン機器導入支援ガイドブック」6)をもとに，研
究担当者間で協議し構成した．プレテストの
あと，90 分 1単位で 3部に分けた研修を開始
した． 
 第一部は疾患の理解で，ALS の病態の講義
20 分，患者例のビデオの視聴，続くグループ
討議，コミュニケーションの必要性と AAC の
概説で構成した．第二部は AAC 使用演習で，
第三部は，AAC に関する制度や導入時期と使用
期間の最大化に向けた方策等の講義等で構成
した．研修は，ポストテストと自由記述欄の記
載で終えた． 
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 演習では，フリック式透明文字盤，口文字，意思伝の一つとしてレッツチャット®を採用し
た．各 AAC の使用説明後，5分間の文字伝達演習を行った．透明文字盤，口文字においては，
参加者を患者役・介護者役・観察者役に分け，三人一組で順番に交代させ，演習を進めた．
レッツチャット®の演習では，はじめに統一した走査速度（1～13 の中央値 7）に設定したう
えで操作させた．その後，参加者各々で自身に合った走査速度に調整させ，再実施した．  
 
② 調査項目：（1）プレ/ポストテスト点数 7)，（2）伝達文字数，（3）AAC 使用に対する主観的
負担感，および（4）自由記載内容で，ワークシートに記載させ終了後に回収した． 
 
③ 分析方法：（1）量的データ分析の統計的処理には R（ver. 3.5.0）を使用（有意水準は 5％），
（2）質的データの分析には KH Coder による Two-step approach を用いた 8,9)．  
 
④ 倫理的配慮：三重大学医学部附属病院研究倫理審査委員会の承認（3245）を受けた． 
 
４．研究成果 
 三重大学，鈴鹿医療科学大学，中部学院大学，および愛知教育大学の 4 大学 4 学部より，
58 名の対象者が得られた．各参加者が 2回プログラムを受講したため，延べ人数は 105 名と
なった．研究期間の末尾に初回しか受講できない者が 11 名含まれ，2 群間は同数ではない． 
対象者の属性は看護学科が 35 名（60.3%）を占め，次いで医学科 9 名（15.5%），リハビリ
科 9 名（15.5%），臨床心理専攻 5 名（8.6%）であった．各学科の年齢は，医学科 21.8±1.2
歳，看護学科 20.8±1.5 歳，リハビリ学科 21.1±1.1 歳，臨床心理専攻 20±0.0 歳であった． 
 
(1) プレ/ポストテスト 
 初受講群のプレ/ポスト間のスコアを，対応のある t検定で比較した．ポストテストの平均
点が 1.79 点高かった（p<0.001，n=58）． 
 
① 半年間の知識の保持 
 既受講群のポストテストの平均点が 0.89 点低かった（対応のある t検定 p=0.028，n=47）． 
 
② 2 群間の知識の差 
 既受講群のプレテストの平均点が0.88点高かった（対応のないt検定p=0.031，初回n=58，既n=47）． 
 
③ 属性毎の比較では，学科毎のテストスコアに差はなかった． 
 
(2) 5 分間の伝達文字数 
 文字盤，口文字，意思伝の走査速度調整後において，既受講群では文字数が多かった． 
表 1：5分間の伝達文字数における 2群間比較 

 
(3) VAS 負担感 
 既受講群・初受講群ともに，意思伝実施前後で負担感は増加したが，走査速度の調整後に
は低下した．初受講群では，意思伝実施前と調整後の負担感に有意差は見られなかった． 
 また，各群の AAC 実施後の負担感を Friedman 検定で比較した．初受講群・既受講群ともに
AAC 間の負担感の差を認めた（初受講群：p<0.001，既受講群：p<0.001）．Bonferroni 法で補
正した Wilcoxon 符号付順位和検定において，初受講群では，意思伝調整後と比較して，文字
盤話し手（p=0.001），口文字の話し手（p<0.001），口文字の読み手（p<0.001）の負担感が髙
かった．既受講群においても，意思伝調整後と比較して，文字盤話し手（p<0.001），口文字
話し手（p<0.001），口文字読み手（p<0.001）の負担感が髙かった． 
 
(4) 自由記載 
 KH Coder により 15,287 語が抽出され，有意味語に絞ると 6,018 語，異なり語数（語の種
類）は 1,018 語となった．語の平均出現回数は 5.9±18.0 語であった．Step 1 で抽出された
語をもとに，4 コーディングルール（例：瞬き＆つらい→「目の負担」）を作成した．2 群間
の各コードの出現文数を比較し，既受講群の「目の負担」の出現数が低かった（p=0.036）． 

初受講群 既受講群 p値
平均値±標準偏差 29.5±9.1 38.2±9.9 <0.001*
最小値～最大値 8～57 14～61
平均値±標準偏差 27.4±7.2 33.0±10.4 <0.001*
最小値～最大値 15～45 18～64
平均値±標準偏差 14.2±1.9 14.1±2.7 0.827
最小値～最大値 9～17 7～21
平均値±標準偏差 25.7±5.0 32.5±9.2 <0.001*
最小値～最大値 15～38 19～71

<0.001* <0.001*p値 (意思伝：調整前後)

AAC
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考察 
(1) プレ/ポストテストスコア 
 今回，初受講群のプレ/ポストテストスコアは，受講後に上昇した．単回のプログラム受講
による効果と考えられた．一度上昇したポストテストスコアは，半年後のプレテストスコア
において低下はしたが，初受講時のプレテストスコアと比較すると髙かった．他領域での学
習効果の維持に関する検討では，緩和ケアに関する講義では，3ヵ月後に．また，生化学授業
では，8 か月後には学習効果が確認できなくなった報告があった 10,11)．本検討では単回のプ
ログラム受講で，参加者の知識が 6 か月後まで一定程度保持されたと考えられた．ただし，
参加者は同じ問題を複数回解答しているため，慣れにより点数が上昇した可能性は残った． 
本プログラムがテキストとして採用した「神経筋疾患患者に対するコミュニケーション機
器導入支援ガイドブック」は，編集委員会により暫定版が作成され，先ず全国の医療施設に
配布された．配布時に，内容に関する調査票を用意して，返信結果（n=130）から改編が加え
られ，最終版がホームページに掲載された 12)．この領域では，神経難病のコミュニケーショ
ン支援に関して，米国神経学会より ALS 診療ガイドラインが 1999 年に，続いて改訂版が 2009
年に発表されたが，具体的な支援方法についての記載はなかった 13)．欧州でも，2005 年に ALS
診療ガイドラインが発表され，2012 年に改訂された 14)．意思伝達に関する内容も含まれ，コ
ミュニケーション維持に向けた AAC 使用も推奨されたが，米国同様に，コミュニケーション
の重要さを強調する一方で，具体的には AAC に各種機器があることの紹介までに留まってい
た 14)．井村のガイドブックのように，コミュニケーション支援についての，体系的な内容を
含んだガイドラインは見られなかった． 
井村のガイドブックは支援の体系的な内容を含み 12)，これに基づいた今回の教育プログラ
ムは，プレ/ポストテスト上，一定の有効性を確認できた．ただし，本検討は，４大学４学科
の検討で，各学科のサンプル数は少なく，専攻コース間のスコアに差が検出できなかった可
能性が残った．  
 
(2) 伝達文字数 
 今回，文字盤，口文字，速度調整後の意思伝において，既受講群の文字数が多かったこと
から，一度の半日間の AAC 使用経験により，プログラム参加者の技術が半年間保持されたと
考えられた．速度調整前の意思伝において差が見られなかったのは，統一された走査速度は
健常者にとって遅く，伝達文字数が制限され，参加者間の差異が検出されにくかったもの（走
査速度の固定による天井効果）と理解された． 
 研修の効果持続では，救急蘇生法（BLS）の研修について，受講 3ヵ月後に試験を行う介入
が，その後 2か月間の技術保持に有用だったとの報告 15)，および 3日間の BLS トレーニング
プログラムにより，4 か月後の知識・技術の保持 16)が報告された．また，本邦の看護学生に
透明文字盤による 3 文字の伝達を研修させた報告があるが，研修効果の長期保持は検討され
ていなかった 17)．今回，3 種類の AAC による平均 25 文字以上の意味のある文章伝達を検討
し，6 か月後の既受講群の伝達文字数が初受講群より多かったことにより知識・技術の保持
を確認することができた． 
 
(3) VAS 負担感 
 VAS による負担感の評価は，各個人によるバラつきが大きいため，各群の負担感比較には，
各 AAC 実施後の VAS 値を実施前の相対値とみなし，変化率による比較を試みた．口文字の話
し手において，既受講群の負担感変化率が低下していた．口文字演習の経験により，負担感
が減少した可能性が考えられた．口文字の読み手の負担感変化率に既受講群・初受講群間の
差はなく，職種間においても差はなかった．文字盤および意思伝においても同様の検討を行
ったが，負担感変化率に既受講群・初受講群間，および職種間の差がなかった．サンプルサ
イズにより，差が認められなかった可能性がある．なお，意思伝の負担感の素 VAS 値は，既
受講群・初受講群共に実施前後で増加したものの，速度調整により低下した．文字数の改善
と同様，能力に合った走査速度での実施が参加者の負担を軽減させたと考えられた． 
 
(4) 自由記載 
KH Coder の Two-step approach を用いた分析から，半年前の AAC 演習により目の負担が軽
減されたことが示唆された．目を使用する文字盤および口文字伝達文字数の改善，口文字の
話し手における負担感の軽減との関連が示唆された．参加者の AAC 技術の改善により，文字
伝達速度が上昇したことで，目に関連する負担が軽減したと理解された． 
 
(5) 結論 
 今回，神経難病患者のコミュニケーション支援に関する半日間の教育プログラムを作成し，
4大学の医療系学生に実施した．6か月間の間隔を置いた Waiting-list control design によ
り，医療系学生の知識・技術の一定の保持が確認された． 
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